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１．概要（Summary） 

アルミニウムによる金属鏡あるいはSiO2、TiO2などによ

る誘電体多層膜鏡を作製し、それらを用いて有機分子を

含む可視域の微小共振器構造を作製した。また、金属ナ

ノ粒子と色素分子を結合させたプラズモニック微小共振

器を作製した。そして透過・発光測定などによりスペクトル

幅の広い色素分子における超強結合状態の光学特性を

調べた。 
２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

デュアルイオンビームスパッタ装置(ハシノテック社製、 

10W-IBS)、真空蒸着装置（ULVAC 社製、 VPC-1100）、

触針式表面形状測定器（ULVAC社製、DekTak8）、マスク

レス露光装置（大日本科研社製、 MX-1204） 

【実験方法】 

デュアルイオンビームスパッタ装置を用いてガラス基板

上にアルミニウムを成膜し、ミラーを作製した。一方のミラ

ー上にスペクトル幅が広い Lemke 色素を単分散させた

PVA 薄膜をスピンコートして、もう一方のミラーを向かい合

わせに貼り合わせることで可視光域の微小共振器構造を

作製した。そして、上記の試料において発現した共振器

ポラリトンの発光スペクトルを測定した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

今回，作製した Al ミラーの写真を Fig. 1 に示す。これ

はガラス基板上に Al を真空蒸着したものであるが、透過

測定などを行うために膜厚を数 10nm 程度にする必要が

ある。条件出しを行い共振器作製に適した所望の試料の

作製ができた。 
また、このミラーを用いて作製した微小共振器からの発

光スペクトルを Fig. 2 に示す。これは波長 450nm (2.76eV)
の cw レーザー光で励起し、ポラリトン下枝からの発光を

観測したものであるが、発光角度を変えるとポラリトン分散

曲線に従い、発光のピーク波長がシフトするがその様子

が確認できている。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Fig. 1 Photograph of thin Al mirror on glass substrate 

Fig. 2 Photo-luminescence spectra of microcavity 

containing Lemke dye 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

“ポラリトン分枝間遷移を示す有機色素含有微小共振器

の光学特性”，日野他，Aa-2， 2021年度応用物理・物理

系学会中国四国支部合同学術講演会，(2021/7/31)など。 
６．関連特許（Patent） 

なし。 
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